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塩瀬：皆さん、こんにちは。今回は、25年後の「2050年の京都

のビジョンを描く」をテーマに細かい打合せなしで自由にディ

スカッションしていきます。私は、2020年に『問いのデザイン』

という本を執筆しまして、色々な方に問いかけるという研究を

しております。今回も「問う」役として呼ばれていると思います

ので、早速ですが、1つ目の問い「2050年、次世代にどんなバト

ンを受け渡したいか」をお聞きしていきます。お三方は、まだ前

の世代からバトンを受け取っているかどうかの段階ですが、敢

えて「次の世代に何を渡すのか」を先にお聞きできればと思いま

す。

池坊：今から25年を遡ると、その頃のいけばなは今よりもっ

と勢いがあって、花ももっと主張するようなものが多い時代で

した。それから長い停滞の時期を経て、今は形式に囚われず、

いけばなのルーツである「花の命と心を通わせる」という生け

方に戻っています。かつてと令和の今とで変わらないこととし

て、花も我々も生きていますから、命と命の交感や対話があり

ます。25年先に、例えばAIやロボットが生活に組み込まれた

としても、「命ある花」と向き合い、互いの命を尊重する、いけ

ばなのルーツをぶらさずに25年後も後世に伝えていきたいと

思います。

大倉：まずは「一緒にやっていける会社のチーム、仲間」をつな

いでいきたいと思います。今採用した人が、30～ 40年後に次

世代をサポートする立場になり、次にバトンを渡す人へとつな

がっていきますから。あとは、「日本酒を飲む文化」はしっかり

つないでいきたいですね。単にアルコールを飲むということだ

けではなくて、結婚式で三々九度の契りを交わしたり、お正月

にみんなで日本酒を囲んで飲んだりといった、日常的なレベル

の文化についても残していかないといけないと思います。放っ

ておくと消えていく可能性もあると思いますし。物を作って

売っている立場ですけれども、その物にはやっぱり色々な文化

や慣習・習慣が紐づいていますので、そういったことを伝え、つ

ないでいきたいと考えています。

堀場：私は堀場製作所に入って約20年になりますが、この5年
くらいの間に事業環境や会社での働き方が大きく変わりまし

た。その中で、事業を通じてどんな未来を描いていくのかを考

えることになり、2年前の70周年の際、海外のメンバーを含め

て 15名程で、創業 100周年を迎える30年後について議論しまし

た。皆に共通した思いは、「この素晴らしい地球の環境を我々が

仕事を通じてどう守っていき、人間だけではないあらゆる動植

物や自然が生き生きとする世界をどう作っていくのか」であり、

思い描く理想の世界を、本業を通じて実現していきたい。そこ

で最終的に堀場製作所の社是「おもしろおかしく」から「おもし

ろおかしくをあらゆる生命へ」というビジョンを改めて設定し、

それをベースに仕事をしていこうと、社員のみんなに伝えてい

ます。とはいえ、現実は常に競争環境の中で会社がどうやって

生き抜いていくかという難題に日々直面しています。AIなどの

技術の広がりや、競争環境の変化にあって、どう生き抜いてい

くのかという価値観も伝えていくことが大事ではないかと思っ

ています。

塩瀬：変化する社会の中では、「守るべきこと」と「変えること」

のバランスが重要ではないかと思います。そのバランスについ

て、お伺いできたらと思います。

池坊：守るべきことは、生きている植物の命への共感であり、

それがまさしく核心であり、全く変わらないと思います。いけ

ばなのルーツが仏様へ捧げる花にありますから、生きている花

にしっかりとフォーカスしていきたいです。逆に、それ以外は

どんどん変えていけばいいと思います。

大倉：守りたいのは、やはり「月桂冠」ブランドの価値ですね。

悩ましいのは、「守っていると守れない」ものがあって、常に

新しいことにトライしていないと維持できないのです。とは

いえ、がむしゃらにトライしようという意味ではないですけ

ど、世の中の変化の方向感を間違えないことが一番難しいな

と思います。

堀場：守るべきことは、個人的には「人と人との関係」と「現場

を理解して判断していくこと」だと思います。便利なツールも

ありますが、あくまでもツールであって、ダイレクトなコミュ

ニケーションを通じて信頼関係を作っていく、現場を見て状況

を理解して判断していく。そういった意味での現場の大切さは、

これからも守っていくべきではないかと思います。

塩瀬：ここまでご自身が「次の世代に何を渡すのか」を伺いまし

た。ここで、先代や先々代から「これは少なくとも受け継ぎたい」

と思うもの、その中心に据えようと思うことがあれば教えてく

ださい。

池坊：我々華道の世界は「人」が中心です。ものすごい熱量を

持って花の道を伝えてらっしゃる師範の先生方が津々浦々にお

られます。そんな情熱ある方々が日本中、世界中にいることが

財産です。しっかり受け継いで、大切にしていきたいと思いま

す。

大倉：この質問はすごく難しいですね。私は父からバトンを受

け継ぐことになりますが、父も祖父からバトンを継いだので、

いってみれば「役職がバトン」であって、それ以上でも以下でも

ない。その時の自分の得意不得意でやれればいいといった、そん

な感覚の方が強いです。私は一度東京で銀行員をしていました

が、そこで多くの中小企業の社長さんや後継者の方に接した経

験から、「後継者という仕事は、一般的で普通の仕事なんだ」と気

負いなくできたように思います。

堀場：受け継ぐポイントは、「良き」を残し、今の価値観で必要な

いと思うものは受け継がないということですね。堀場の技術や

「おもしろおかしく」という価値観、新しいことに常にチャレン

ジし続けることなど「良き」は大事にしたいと思います。

塩瀬：京都だからこそ、ということはありますか。

堀場：京都はものづくりの街であり、他の真似をしないとか、

こだわってものを作るなど「ほんまもん」を追求する作り手の信

念があります。そこは、堀場にとって京都という地にあるメリッ

トだと思います。

大倉：京都には、長く続いている会社だからこその経験やモデ

ルケースが街中に転がっていますので、そういったお話を色々

なところで聞いたり、一緒に勉強させてもらったりするのは、

すごく力になるなと思っています。

池坊：京都の上の世代の方は後継者に対し「余白」をもった伝

え方をしておられるので、すっと後を継ぐことができるのかな

と感じます。同時に、私自身、京都に生まれ東京でも過ごしたり、

花は京都以外の地域の先生にも教わったり、海外の方とも交流

していますが、その混ざり合うマーブルな感覚もいいなと思い

ます。

塩瀬：物心ついた頃からバトンを受け継ぐことを意識する瞬間

などは、ありましたか。

堀場：特に直接言われたことはないですが、自分が文系出身と

いうこともあり、あるべき役職の姿と自分の足りない実力との

ギャップに悩んでいた時期がありました。その時に創業者の堀

場雅夫と話す機会があって、「経営は山登りと一緒や」と言われ

たことがあります。「技術系の自分は技術のルートを登ってき

た。お前は海外での仕事や、営業、企画などを経験して、違うルー

トを登り、7合目ぐらいまで来ている。ここから頂点に向かって

どう登っていくかの方が大事なんだ」と。すごく悩みを解消し

てもらったというか、強みに集中して付加価値を出していくこ

との方が大事だと気づきました。

塩瀬：今回、産技研がこの場で議論したいこととして「美と文化」

があります。ここから連想して、京都でこんな風に盛り上げて

いけたらということがあればお話しください。

池坊：以前、産技研を見学した時に、食品、漆器、染織、陶芸な

ど本当に幅広い分野に取り組んでいると知りました。私は写真

も手掛けるのですが、昨年『よい使い手、よい作り手』という写

真集を出版する際、多くの伝統工芸の作り手を取材しました。

作り手の方々は本当に感覚的な部分も追求されています。一方

で、産技研による科学的な研究が、感覚的で繊細な美の作り手

の仕事を支えていることもよく分かりまして、それが京都の非

常に強いところかなと思います。

大倉：「京都ブランド」は強いのですが、外の人が見た時の京都

と、京都の人が思う「京都らしさ」って結構ずれています。個人

的には「京都らしさ」を前面に出し過ぎるスタンスだと、袋小路

に入ってしまうと思います。それよりも、京都では、色々な知見

やサポートをいただけるインフラというかメリットがあって、

それをいかすことが大事だと思います。

堀場：堀場は技術ベースの企業ですので、難しい質問ではあり

ますが、京都はこのサイズ感の中でグローバルに展開している

企業や文化に富んだ環境があり、しかもそれを長い歴史を経て

受け継いでいる方々がこの距離で活動し、つながっている。そ

こで価値観の交換ができる環境にあるのが、非常にありがたい

なと思いますね。

美と文化

塩瀬： 本日のディスカッションを通じて、「真・善・美」について、
考えさせられました。「真」は0か 1かの世界です。「善」は善悪で

あり、社会が決めるものです。しかし「美」には、明確な答えや

線引きがありません。だからこそ「美」とは、長い時間をかけて、

人々の間で共有していくのだと思います。私はかつて「熟練技

の伝承」を研究していましたが、新しく生み出しながら受け継

いでいくものこそが、本当に継承され、残っていくものだと思

います。そしてその際、重要になるのが「景色の共有」です。例

えば「赤いTシャツを着て集まろう」と言うと、皆ばらばらの赤

色を着てきます。しかし「平安神宮の社殿の朱色」と言えば、京

都の人なら頭に浮かぶ色が重なるはずです。言葉を超えて共有

できる「景色」がたくさんあることこそが、文化集積地・京都の

強みです。京都という場所、そして産技研というコミュニティ

で、互いの技術や文化を持ち寄り、この「景色」と「美意識」を共

有していく。そうすることで、2050年に向けて新しい価値が生

まれ、受け継がれていくのではないかと期待しています。

塩瀬： それでは最後に「2050年の京都のビジョン」、皆さんに

伝えたいメッセージをお願いします。

堀場： 京都のような環境は海外でもなかなか例がないと思いま
す。「ほんまもん」のものづくり文化に伝統が積み重なっている。

ここを大事にしながら、海外でも負けない企業体を作っていき

たい。また、経済界と文化界とのつながり、人との関係を大事に

していきたい。産技研のような技術支援の機関が、各界の課題

を解決したり、付加価値を生み出したりするような、「架け橋」

となっていただきたいと思います。京都が世界で際立つ存在に

なっていくように、私共も頑張っていきたいと思います。

大倉：先ほど、京都は後継者に対して優しく、後継ぎがしやす

いという話がありましたが、後継者が先代のことを否定できる

というか、ある意味好き勝手にクリエイティブにやれる、意外

とイノベーティブな街だと思います。伝統産業は保護されるべ

きか競争環境に置くべきかという議論がありますが、京都はほ

ぼ唯一、保護なしで自立して生きていける環境だと個人的には

思っています。産技研もいろんな産業へのサポートをしておら

れますが、25年後もその世代のクリエイティブを発揮できる京

都の街であってほしいと思います。

池坊：京都基本構想の策定に向けた若手チームに関わったので

すが、その議論の中で一つ印象に残るのが、いろんなアイデア

が生まれるようなスタート・土壌は決めるけども、ゴールは一

つに決めずにあえて曖昧さや余白を残す方がよいのではないか

ということでした。京都は 1200年の歴史と蓄積があります。今

という時代を50年前、500年前、1000年前と比較して立ち位

置を考えることができるのは、世界中の都市でもなかなかでき

ない京都の強みだと思います。そんな強くしなやかな京都には、

時代の変化の中で世界に対して一致団結するポテンシャルがあ

ると思います。この先25年も皆さまと共に頑張っていけたら嬉

しいと思っています。

塩瀬：ありがとうございます。お三方はこれからの京都を牽引

していくリーダー達だと思います。25年後の2050年に産技研

ユーザーズコミュニティでこのメンバーで語りあえたらと思い

ます。今日はありがとうございました。
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堀場：京都はものづくりの街であり、他の真似をしないとか、

こだわってものを作るなど「ほんまもん」を追求する作り手の信

念があります。そこは、堀場にとって京都という地にあるメリッ

トだと思います。

大倉：京都には、長く続いている会社だからこその経験やモデ

ルケースが街中に転がっていますので、そういったお話を色々

なところで聞いたり、一緒に勉強させてもらったりするのは、

すごく力になるなと思っています。

池坊：京都の上の世代の方は後継者に対し「余白」をもった伝

え方をしておられるので、すっと後を継ぐことができるのかな

と感じます。同時に、私自身、京都に生まれ東京でも過ごしたり、

花は京都以外の地域の先生にも教わったり、海外の方とも交流

していますが、その混ざり合うマーブルな感覚もいいなと思い

ます。

塩瀬：物心ついた頃からバトンを受け継ぐことを意識する瞬間

などは、ありましたか。

堀場：特に直接言われたことはないですが、自分が文系出身と

いうこともあり、あるべき役職の姿と自分の足りない実力との

ギャップに悩んでいた時期がありました。その時に創業者の堀

場雅夫と話す機会があって、「経営は山登りと一緒や」と言われ

たことがあります。「技術系の自分は技術のルートを登ってき

た。お前は海外での仕事や、営業、企画などを経験して、違うルー

トを登り、7合目ぐらいまで来ている。ここから頂点に向かって

どう登っていくかの方が大事なんだ」と。すごく悩みを解消し

てもらったというか、強みに集中して付加価値を出していくこ

との方が大事だと気づきました。

塩瀬：今回、産技研がこの場で議論したいこととして「美と文化」

があります。ここから連想して、京都でこんな風に盛り上げて

いけたらということがあればお話しください。

池坊：以前、産技研を見学した時に、食品、漆器、染織、陶芸な

ど本当に幅広い分野に取り組んでいると知りました。私は写真

も手掛けるのですが、昨年『よい使い手、よい作り手』という写

真集を出版する際、多くの伝統工芸の作り手を取材しました。

作り手の方々は本当に感覚的な部分も追求されています。一方

で、産技研による科学的な研究が、感覚的で繊細な美の作り手

の仕事を支えていることもよく分かりまして、それが京都の非

常に強いところかなと思います。

大倉：「京都ブランド」は強いのですが、外の人が見た時の京都

と、京都の人が思う「京都らしさ」って結構ずれています。個人

的には「京都らしさ」を前面に出し過ぎるスタンスだと、袋小路

に入ってしまうと思います。それよりも、京都では、色々な知見

やサポートをいただけるインフラというかメリットがあって、

それをいかすことが大事だと思います。

堀場：堀場は技術ベースの企業ですので、難しい質問ではあり

ますが、京都はこのサイズ感の中でグローバルに展開している

企業や文化に富んだ環境があり、しかもそれを長い歴史を経て

受け継いでいる方々がこの距離で活動し、つながっている。そ

こで価値観の交換ができる環境にあるのが、非常にありがたい

なと思いますね。

塩瀬： 本日のディスカッションを通じて、「真・善・美」について、
考えさせられました。「真」は0か 1かの世界です。「善」は善悪で

あり、社会が決めるものです。しかし「美」には、明確な答えや

線引きがありません。だからこそ「美」とは、長い時間をかけて、

人々の間で共有していくのだと思います。私はかつて「熟練技

の伝承」を研究していましたが、新しく生み出しながら受け継

いでいくものこそが、本当に継承され、残っていくものだと思

います。そしてその際、重要になるのが「景色の共有」です。例

えば「赤いTシャツを着て集まろう」と言うと、皆ばらばらの赤

色を着てきます。しかし「平安神宮の社殿の朱色」と言えば、京

都の人なら頭に浮かぶ色が重なるはずです。言葉を超えて共有

できる「景色」がたくさんあることこそが、文化集積地・京都の

強みです。京都という場所、そして産技研というコミュニティ

で、互いの技術や文化を持ち寄り、この「景色」と「美意識」を共

有していく。そうすることで、2050年に向けて新しい価値が生

まれ、受け継がれていくのではないかと期待しています。

塩瀬： それでは最後に「2050年の京都のビジョン」、皆さんに

伝えたいメッセージをお願いします。

堀場： 京都のような環境は海外でもなかなか例がないと思いま
す。「ほんまもん」のものづくり文化に伝統が積み重なっている。

ここを大事にしながら、海外でも負けない企業体を作っていき

たい。また、経済界と文化界とのつながり、人との関係を大事に

していきたい。産技研のような技術支援の機関が、各界の課題

参加者からは、2050 年の京都について、「伝統と革新が対立するのではなく、重なり合いながら進化していく都市」や、

「多様な価値観が融合する明るいまち」といった前向きなイメージが多く寄せられました。具体的には、歴史や文化、

ものづくりの蓄積を大切にしつつ、AIや再生可能エネルギーなどの新しい技術や産業を柔軟に取り込みながら、持続

的に発展していく京都であってほしいといった声が聞かれました。

こうした京都のあり様を支えてきた要素として、京都特有の「土地のサイズ感」が生み出す分野横断的で濃密なネッ

トワークや、若手経営者や次世代を周囲が自然に支える風土の重要性を再認識したという意見も目立ちました。これ

らを今後も大きな強みとしていかしていきたいという声も寄せられています。

また、伝統は守るだけではなく、更新し続けるものというパネリストの姿勢に共感し、自身も技術の基礎を磨き続け

たい、異分野との交流や新たな挑戦に踏み出したいといった意欲的な声も多く見られました。さらに、築き上げてき

た価値をいかに次世代へ手渡すか、会社や産業として存続していくために何を変えずに残すか、何を変えていくべき

かについても、多くの参加者が真剣に考えるきっかけとなったことが伺えました。

産技研 UC では、引き続き、このような対話と学びの場を通じて、京都の強みをいかした挑戦を後押ししてまいります。

を解決したり、付加価値を生み出したりするような、「架け橋」

となっていただきたいと思います。京都が世界で際立つ存在に

なっていくように、私共も頑張っていきたいと思います。

大倉：先ほど、京都は後継者に対して優しく、後継ぎがしやす

いという話がありましたが、後継者が先代のことを否定できる

というか、ある意味好き勝手にクリエイティブにやれる、意外

とイノベーティブな街だと思います。伝統産業は保護されるべ

きか競争環境に置くべきかという議論がありますが、京都はほ

ぼ唯一、保護なしで自立して生きていける環境だと個人的には

思っています。産技研もいろんな産業へのサポートをしておら

れますが、25年後もその世代のクリエイティブを発揮できる京

都の街であってほしいと思います。

池坊：京都基本構想の策定に向けた若手チームに関わったので

すが、その議論の中で一つ印象に残るのが、いろんなアイデア

が生まれるようなスタート・土壌は決めるけども、ゴールは一

つに決めずにあえて曖昧さや余白を残す方がよいのではないか

ということでした。京都は 1200年の歴史と蓄積があります。今

という時代を50年前、500年前、1000年前と比較して立ち位

置を考えることができるのは、世界中の都市でもなかなかでき

ない京都の強みだと思います。そんな強くしなやかな京都には、

時代の変化の中で世界に対して一致団結するポテンシャルがあ

ると思います。この先25年も皆さまと共に頑張っていけたら嬉

しいと思っています。

塩瀬：ありがとうございます。お三方はこれからの京都を牽引

していくリーダー達だと思います。25年後の2050年に産技研

ユーザーズコミュニティでこのメンバーで語りあえたらと思い

ます。今日はありがとうございました。

たちからのメッセージ～」
～未来を担う若き挑戦者

「2050年の京都のビジョンを描く
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ワークショップ～異業種技術の体験講座～

産技研の強みをいかした技術講座を目指したワークショップ

は、企画委員の声から生まれた新たな取組であり、産技研UC会

員から若手技術者・研究者を中心に多くの方に参加いただきま

した。実際に手を動かしながら、「めっき」、「染色」や「酒造」な

ど専門外の方にとっては未知の技術への理解を深める場とな

り、体験を通じて発想が刺激されただけでなく、同じ場に集まっ

た参加者同士の交流が自然と生まれました。

産技研UCでは、技術をきっかけに人がつながり、人のつながりから次の挑戦が生まれていく循環を作り出す取組を行っています。
今年度は、体験型のワークショップや創造フォーラム、新春講演会（ｐ3～ 6参照）など、会員交流の機会創出を軸に活動を進めて
きました。

産技研UCの詳細はこちら

産技研WEB magazine

創造フォーラム

技術者、研究者、支援機関、大学関係者など、さまざまな立場の

参加者が一堂に会し、会員ブースでの事業紹介やポスター展示、

トークセッションなどが展開され、会場の各所で、展示や対話

を通じて分野を越えた交流や情報交換が生まれる場を創出する

ことができました。参加者からは、直接対話を交わす中で、新た

なつながりや、次の取組につながりそうな手応えを感じた、と

いう声が聞かれました。

特別トークセッション「文化が仕事になる時代～地域資源を価

値に変える『カルチャープレナー』の実像～」等、当日のフォー

ラムの様子を産技研WEB magazineで紹介しています。

ワークショップ 〜染色に触れてみよう！～

創造フォーラムでの交流の様子

京都信用保証協会（産技研UC特別会員）と連携した

技術支援

同協会を利用されている中小企業者を対象に専門家を派遣し、経

営のお悩み・課題の解決をサポートする「京都バリューアップサ

ポート」事業において、技術課題の解決のための専門家派遣に産

技研が協力しています。今年度の一例としては、「錺金具の新市

場開拓（BtoC）に向けた商品開発支援」に対しデザイン担当の研

究員を派遣し、展示販売イベントへの出展をサポートしました。

産技研UCでは、技術を軸に人と人が出会い、活動への参加や対話・交流を通じて関係が

深まり、次の取組へとつながっていく、そんな場所を目指していきます。

みなさまの産技研UCへの入会をお待ちしています！

京都バリューアップサポート事業への技術協力　大垣書店本店ポップアップ

技術をきっかけに、人がつながる
京都市産技研ユーザーズコミュニティ（産技研UC）の取組
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この機器にできること

遠心力を利用してナノ粒子を大きさや密度ごとに分離することができ

ます。無機材料と有機（高分子）材料のどちらでも高分解能で分画・採

取可能です。

こんな時に役立ちます

名称 ： 遠心フィールド・フロー・フラクショネーション（FFF）システム
製造 ： 株式会社島津製作所

「ナノ粒子」を超精密に分画・採取

・  ナノ粒子の分散状態の解析
触媒等の機能性材料は粒子の表面積をいかに大き

くするかが重要です。しかしながら、ナノ粒子同士

が引きつけ合って凝集すると、表面積が減少し機

能が低下してしまいます。このようなナノ粒子の

凝集の状態を経時的に解析し、凝集防止の分散剤

等の検討に有効なデータを得ることができます。

・  ナノ粒子の密度差による分離
ナノ粒子の大きさだけでなく「密度」

の違いで分離が可能です。たとえば

中空のナノ粒子と中の詰まったナノ

粒子の判別や、高分子粒子にわずか

に含まれる無機粒子（無機フィラー）

の分離・同定などに役立ちます。

・  組成の複雑な生体高分子の分離
生体高分子に含まれる微量な凝集

体（不純物）の定量にも効果的です。

生体由来の組成の複雑な材料でも、

大きさと密度の差を利用して分離

することで、精密な品質管理が可

能です。

産技研にある機器のスゴイところを紹介します !

京都企業の挑戦を加速させる
「KRP地区共創パートナーシップ」が本格始動！

WEBサイトはこちら

（集・交・創）機能を備えた産学公プラットフォーム『京都リサーチパーク（KRP）地区』に集積する６つの産業支援機関が連携し、企業の

アイデアや挑戦を形にする『KRP地区共創パートナーシップ』の活動が始動いたしました。

スタートアップや中小企業にとって、自前で解決困

難な「資金調達」、「製品開発に必要な高度な計測・分

析・試験機器利用とデータ活用」、「大学の先端研究

成果へのアクセスルート確保」、「自社開発の技術レ

ベル評価に欠かせない特許や研究開発動向の情報入

手」などの課題克服に役立つ“ワンストップ総合支

援システム”です。「どこに相談すればいいのか分か

らない」というお悩みにも、一つの窓口から必要な

支援へとスムーズにつながるのが本パートナーシッ

プの強みです。

新設したWEBサイトをご覧いただき、ぜひビジネス

の創発や加速にお役立てください。

～ 6つの支援機関がワンストップで連携支援～
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御社の事業内容と強みを教えてください。

社寺仏閣の美術工芸品や建築金具などの修復、復元や装飾めっき

（美観を重視した表面処理）などを中心に行っています。デザイン

の段階から、金属加工、表面処理までを自社で一貫して行える点

が当社の強みです。また、電気の力で金属を型に付着させて（電

気めっき技術を応用して）精緻な複製を作る「電気鋳造（電鋳）」

という技術を持っていますが、特に環境や人体に配慮した「鉛フ

リー」の型を使用している点は、他社にはない大きな特徴です。

この仕事についたきっかけは？

学生の頃から、両親の仕事を時々手伝ってはいましたが、家業を

継ぐ事は考えていませんでした。とはいえ、ものづくりは好きで、

大学時代は、自分でサイトを立ち上げ、自作のアクセサリーを販

売したりもしていました。大学卒業後は、ヨーロッパへの遊学を

目指していましたが、コロナ禍で断念せざるを得なくなり、結婚・

出産のタイミングも重なったことから、京都へ戻り、父の会社に

入社しました。入社を決めた一番の理由は、シンプルに「ここに

しかない技術が無くなるのはもったいない」と感じたからです。

電気鋳造に加え、高度な加工技術や柔軟な発想…もし知る人が

いなくなれば、その技術も発想も一緒に消えてしまう。それが単

純に惜しいと思いました。

伝統技術の新しい形を目指して

「もったいない」が原点

職人 紹 介
株式会社ヤマダエレホン金属
山田 智世氏

今どういったお仕事をされていますか？

主に、古い金具の修復や、欠損したパーツの復元など「加工」を

行っています。大学では仏教を専攻しており、技術的な専門知

識はゼロからのスタートでした。特に入社したての頃は日々勉

強でしたが、新しいことを知ることは楽しいですし、大学で学

んだ仏教の知識が、仏具に使われる装飾や柄の意味を理解する

ことなどに役立っています。

今後のビジョンや、新しく取り組みたいことはありますか？

仏壇のない家庭も増えている今、伝統技術をそのままの形だけ

でなく、現代の生活に合ったものへ変化させていきたいです。 

具体的には、日本の伝統的な仏具の装飾などをいかしたアクセ

サリーや、インテリア雑貨の開発を考えており、弊社公式サイ

ト掲載のスタッフブログでの発信も兼ねて、金属の魅力を楽し

めるようなアクセサリーなどを試作しています。今後、ECサイ

トを立ち上げ、一般のお客様や海外の方へ、ストーリーも含め

て直接商品を届けることも目指しています。また、同世代のも

のづくり関連の方とつながる機会が多くないため、今後は横の

つながりも増やして、アイデアの幅を広げていきたいです。

今後、目指す職人像を教えてください。

周りを見ていると、加工の技術だけでなく、「これであかんかった

らこうしよう」と考えることができる「引き出し」の多さや発想の

柔軟さに驚かされ

ます。私はまだ頭

が固い部分がある

ので、色々な可能

性を考えられるよ

うになりたいで

す。 古い技術を守

るだけでなく、そ

こに新しい感性を

ミックスして、技

術を次の世代へ残

していけるような

ものづくりをして

いきたいですね。

株式会社ヤマダエレホン金属

〒607-8307　京都市山科区
西野山射庭ノ上町247-26
（京都営業所） Web
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バイオサイエンスを基盤にバイオ・食品・醸造業界を支援

コラム

中学生の頃、地元の大学の農場が開催していた施設公開に参加したこと

が、研究員としての私の原点のように思います。見学のほか、バイオテク

ノロジー実験も体験し、大学ではこんなに高度な設備で研究が行われて

いるのか！と胸を躍らせ、将来この農場で研究する姿を想像していまし

た。その大学には入学したものの、「化学」を基盤として生命科学を学ぶ

学科に入ったため、農場で実習することはありませんでしたが、当時の

体験が私を科学の道へと導いてくれました。

大学で微生物を扱う研究室に所属したご縁で、現在も酵母や乳酸菌を扱って

います。主に日本酒を発酵させる清酒酵母の管理や育種を行っていますが、

最近では清酒業界だけでなくクラフトビールやクラフトジン、京菓子など、

様々な方と仕事をしています。最終製品を製造される方が多いため、関わっ

た製品が街中に並んでいる様子を見かけたり、またそれらが購入されていく

瞬間に立ち会ったりすることも多く、自分のことのように嬉しくなります。

先輩方が築き上げてきた業界との信頼関係や研究成果のおかげで今の仕

事があります。これを絶やすことなく次の世代へ継承するとともに、私

が関わったことによって何か少しでも発展・進化させていけるよう、日々

の業務に尽力してまいります！

田中 秀典  （たなか ひでのり）

入所　　：2019年
専門分野：バイオ・食品・醸造

研究 ：微生物の取り扱い、
分離分析、タンパク
質・遺伝子解析

陶磁器コース（写真左）：陶磁器コース5名、選択履修コース（成形応用コース）2名による作品を展示しました。本研修では、表現し

たい形・図案・釉薬などについて、実習ごとに経験豊かな講師がきめ細やかな技術指導を行っています。また、選択履修コースの研

修生は、すでに作家として活躍されている方も多く、この１年間で共に制作を進める中でお互いに刺激を受けながら、それぞれの技

術課題に挑戦した作品を展示することが出来ました。（来場者数　約500人）

漆工コース（写真右）：研修生6名による作品（パネル、弁当箱、盆、花器、乾漆など）約40点を展示し、1年間にわたって京漆器の塗

りや加飾の技術を学んだ成果を披露しました。開催期間中は、多くの方々にご来場いただきました。業界関係者を含め多くの皆様に

見ていただくことで、研修生の今後の励みとなりました。（来場者数　約700人）

修了作品展で展示した一部の作品は、産技研内に展示しておりますので、ご来所の際にはぜひご覧ください。

令和7年度  伝統産業技術後継者育成研修  修了作品展（陶磁器、漆工）

1年間の学びを経て、各々が持つ感性をいかした作品をお披露目！

産技研では、伝統産業の技術後継者育成のた

めの研修（陶磁器、漆工、京友禅（手描）、西

陣織、染色基礎）を行っています。その成果

を紹介する、陶磁器と漆工の各コースの作品

展を京都伝統産業ミュージアムMOCADギャ
ラリーで開催しました。

バーチャル修了作品展はこちら
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知を拡げ、文化を描く

Web Facebook
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京都市産業技術研究所は、伝統産業から先進産業

まで、地域企業を技術面から支援する公的な産業

支援機関です。

創設から100年余り。ものづくり技術の向上に取り
組む事業者の挑戦を支援してきました。そこで生み

出された技術が生活の中に浸透し、やがて新しい

文化が生まれます。

私たちは、技術と文化でイノベーションを起こすまち

「京都」を地域企業とともに築いていきます。
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